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「熱帯材型枠の使用抑制実施状況報告書」に記載する型枠内訳の種類について

１．　代替型枠

１）鋼製型枠

　　鋼材で製作されたもの

２）複合型枠（合板）

　　一般に、表・裏板に熱帯材（南洋材［ラワン材］）を使用し、中間部に針葉樹材を配置したもの

　※　例（５層　ｔ＝１２ｍｍ）

　　　　　 表板　南洋材

　　　　　 中板　針葉樹

　　　　　 中芯　針葉樹

　　　　　 中板　針葉樹

　　　　　 裏板　南洋材

３）針葉樹型枠（合板）

　　全層針葉樹材により配置したもの

　　※針葉樹材

　　　外国産　ラジアータパイン、ダグラスファー、北洋カラマツなど

　　　国産　　カラマツ、エゾマツ、アカマツ、スギなど

４）その他

　　鋼製型枠、複合型枠、針葉樹型枠以外の型枠

２．熱帯材型枠（合板）

　　全層熱帯材（南洋材［ラワン材］）により配置したもの

注1． コンクリート型枠用合板については、板面に公益財団法人 日本合板検査会によるＪＡＳマークが表示されている。

注２．複合、針葉樹及び熱帯材コンクリート型枠合板については、表面加工処理されたもの
